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序

ウ ィ トゲン シ ュタ イ ンの 『論理 哲 学論 考 』 を、我 々の 「思考 」Gedanke(rCつ い て の哲 学 的(注
1)

分 析 とい う側 面か ら捉 え るな らば、 そ こに は二 つ の基 本 的特 徴 が認 め られ る。第 一 に は、r論 考 』

は い わ ゆ る認 識 論 を心 理 学 の哲 学 として斥 け、 事実 と して の人 間 の認 識 に関 す る探 究 を主 題 の外

に 知 く。 これ に対 して 『論 考 」は 、 「思 考 の限 界 」を、 論 理 学 を基 礎 に して 明 確化 しよ うとす る

の で あ る(c£ 「 序 文 」 ・4'1121・4'114・1一 理 燗 す る ノ ー ト 」序 ㌔ 悌 ゴ(・ 『論 考 』

は この思 考 の 限界 を、 「言 語 の 中 」に 見出 そ うとす る(「 序文 」)。 言語 の限 界 とは 、 言語 が 無

意 義(Uhsinゆ とな る 限 界で あ る。 『論 考 」の 記述 は、 有 意義 性 を基 準 と して、 我 々の 思考 の 限

界 づ け を試 み た もの で あ る。

本論 では、 ウ ィトゲ ンシ3タ ィ ンの この よ うな試 み に現 れ た、 「思 考 」と い う概念 の基 本的 な

規定 を、 『論 考 」の テ キス トに 沿 って 検討 し、 あ わせ て この 思考 の 「主 体 」に 関す る分 析 を整 理

した い と考 え る。 『論 考 』前 半 部 には、 「思 考 」とい う概 念 につ い て、 次 の二 つの 基本 的 な言 明

がな され て い る。

3.「 事 実 の論 理 的 画像 が、 思 考 で あ る 」

4.「 思 考 は有 意義 な命 題 で あ る 」

この うち命 題3は 、 命 題4以 下 に おけ る有 意 義 な 命題 の 本性 に 関す る分析 を導 くた め の、 予備 的

な 規定 で あ り、 一 方命 題4か ら続 く分析 は、 『論 考 』後 半 部 に おけ る、 判 断 命題(5・542-5・

5423)や 、 思 考主 体 、 自我 につ い ての理 論(5.631-5.641)を 、基礎 づけ る こ とにな る。 そ

こで始 め に これ ら二 命 題 に つい てそ の意 味 す る と ころ を素描 し、 次い で これ らの基 本 的枠 組 み を

足 が か りと して、 『論 考 」後 半 部 の判 断 論 と 自我論 を考 察 しtzhと 考 え る。

一
、 事実 の論 理 的 画像 と しての 思 考

ま ず、 『論 考 」1～2・225の 画像 説 に よ って、 「事 実 の 画像 」な らび に 「論理 的 画像 」に つ

い て 確認 す る。

周 知の よ うに、 『論 考 』の 存在 論 は論 理 的 原子 論 で あ る。 世 界 の構 成 要 素は 「事実 」Tatsache

で あ り、 事 実 は 「事態 」Sachverhaltの 存 立 と非 存 立 と か らな る。 こ の事 態 は相互 に独 立 な原 子

一 方澄 のお の の 事態 は
、 諸 「対象 」的事 実 で あ り、 存立 す る事態 の総 体 がこの 世 界 で あ る(3)ｰ

Gegenstandの 連 関 か らな ってい る。 対 象は 単 純者 で あ り、世 界の 「実 体 」Substanzを 形 成 し

て い る。 事 態 の 中で諸 対象 は、 ち ょ うど鎖 の環 の よ うに互 い に連 結 してい る(対 象 の結 合 には 媒

介項 がな い)。 対象 が諸 事 態 の 中 に現 れ る 可能 性は 、 対象 に 内的 に 属 し、 それ は 対 象の 「形 式 」

Formと 呼 ば れ る。 事態 の 中で の対 象 の連 関 の 様式 が、 事 態 の構 造 で あ り、そ の 構 造の 可能 性 が、

事 態 の形 式 で あ る。
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さて 「我 々は我 々に 対 して 事実 の 画像(Bild)を 作 る 」(2・1)の で あ るが
、 画像 と事 実 とは

写像 関 係(abbildendeBezie㎞ ㎎)に 立 ってい る
。 画像 はそ れ 自身の 内に要 素 の連 関を もつ一

つ の事 実 であ り、 画像 と事 実 と の写像 関係 は
、 両 者 がそ の論理 的 多様 性 を 同 じ くす る こ とに よ り

成立 す る。 そ して 画像 の 内 な る各要 素が、 写 像す る現 実 の側 の対 象irc一対 一 に 対応 して
、 事 実 と

の並列 関 係 を保 つ と い う意味 で、 この 写像 関 係は 画像 に属 してい る と も言 い うる ので あ る(2 .

1513)。 画像 に写 像 され た事 態 が、 現実 に存立 す るか否 かは
、 画像 の 内で は決 定 され てい:ない

(画像 は正 し くも正 し くな く もあ りうる)(2・173,2・21)
a従 って 個 々 の 画像 力・現実 の事 態 と

共 有 す る のは、 そ の構 造 で は な く、 構 造 の可 能性 す なわ ち形 式 で ある(い うま で もな く画像 も一

つの事 実 と して構造 を もち、 そ の 可能 性 と して の形 式 を もつ)。 画像 が その形 式 を有す る こ とに

よ って 現実 との 写像 関 係 に入 る とい 憶 味 で、 酵 の形 式 は、写 像 形 式 くF・md・ ・Abbildung)

と呼 ばれ る・ 画像 は 現実 の側 に あ る事 態 と この 写 像形 式 を共 有 す る が
、 それ は 事態 の構 造 が、 画

像 が 「示 す 」形 式 の一 つ の 具 体例 とな って い る とい う意味 であ る。 事 態 の 内な る 対象 は 、 現実 に

結合 して い る様 式 とは 別様 に も連 関 「可能 」で あ り、 画像 は その 可 能 な結 合 を示 して い る 限 りで 、

可能 な事 態 の 画像 なの であ る。 写像 関 係成 立 の条 件 は、 画像 と事 態双 方 が論理 的 多様 性 を 同 じ く

す るこ とに あ るが・ そ の基 礎 に は、 事態 の中 で の諸 対象 の連関 の可能 性 が あ る
。 「対象 は 不変 な

もの 、存 立 す る もの で あ る。 その 配置(:Konfiguration)は
、 変 化 す る もの、 非恒 存 的 な もの で

あ る 」(2・0271)。

さ て 「事 実 の 画像 」が こ の よ うな もの と して呈 示 され た 後 に
、 「論理 的 画像 」は、 そ の写 像形

式 が論理 的形 式 で あ る画像 で あ る と規定 され る。

2・171画 像 は・ 画像 が もつ 形式 を もってい る 現実 のい ず れ を も写 像 す る こ とが で きる
。

空 間 的 画像 は全 て'空間的 な もの を写 像 で き、 色 彩 的画像 は 全 ての 色彩 的 な もの を写 像 で

きる。

2・18澄 よそ 画像 が現 実 を写 像 し うるため に
、 いか な る形 式 の もの であれ 、 現 実 と共 有

しなけ れば な らな いの は、 論 理 的形 式、 即 ち現 実 の形 式 で ある。

2・181写 像 形式 が論理 的 形式 で ある と き、 そ の 画像 は論 理 的 画像 であ る
。

2・182全 て の 画像 は、 い ず れ も・また論 理 的 画像 であ る。

これ らの 引用 か ら明 らか な よ うに、 論 理 的 画像 は、 画像 一般 の 中 の一 種 類 なの では な い。 そ の写

像 形 式 が 「現 実 の形 式 」で あ る のは、 現 実 の 画像 で あ る限 りで画像 が有 す る本 質 で あ る。 画像 の

形式 は、 空 間 的形式 で あれ色 彩 的形 式 であれ ～ 窮 極的 に は、 現 実 の形 式 で あ る とい うこと に よ っ

て写像 形 式 た りえ て い る。 画像 の写像 形 式 とは 他 な らぬ論 理 的 形式 で あ る
。 この よ うに考 え る と

3に 合 い て、 思 考 が論 理 的 画像 で あ る と規 定 され た のは、 我 々 の 作 る諸 像 の 内 に、 ある限 定 を設

け 、思 考 と非思 考 を区 別 したの で はな く、 その基 礎 を確定 した もゐ であ る と認 め られ る。3に 続

く幾 つか の命 題(3・03,、3・X31,3・032)と の 関 係か ら も明 らか な よ うに 、 思考 が論 理 的 画像 で

ある とい う3の 言明 は、 そ の論 拠 が呈 示 され る こ と もな く新 しい 帰結 を導 くこと もない とい う意

味 で・ 何 らの論 証 的 価値 も もたなq明 で あ る。 しか しそ の 意味 す る と ころ は、 我 々カ1作る画像
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が 「現 実 の 形式 」を備 え る ことに よって 画像 た りえてお り、 従 って この形 式 の 明晰 化 が、 我 々の

思 考 の明 晰化 で あ り同 時 に 世 界の 明断 化 で あ る、 とい う ことに あ る。 これ は、 論 理 的 原子論 をそ

の 存在 論 とす る 『論考 」の基 礎 をなす 、 方 法論 的 な 「'自覚 」の 表現 で ある と考 え られ る(4)。

二 、有 意義 な命 題

命題(Satz)と は、 事 実 の論 理 的画像 が 、感 性 的 に知覚 可能 な表 現 とな った もので あ る。 あ ら

ゆ る画像 は 、 そ れぞ れ知 覚 可 能 で あ るが、 命 題 はそ の論 理 的形 式 を露 わに した 画像 であ り、 画像

の もつ写 像 関 係 を端 的 に示 す こと に よ って、 そ の意義(Sim)の 確定 を可能 に した 画像 で あ る。

『論 考 』の 言語 観は、 この命 題 の総 体 を 言語(Sprache)と 同一 視 す る(4・00U命 題 にお い て

思 考 が 表 現 され る とい うのは 、 命題 の外 に 「思 考 」とい う存 在 が認 め られ て い る とい うこと を意

味 しては い ない。 命 題 の知 覚可 能 な側 面 は、 命題 記号 で あ り、 これ が 事実 との写 像 関 係に 立 ち、

我 々に使用 され る時 に 限 って、命 題 は 思 考 と呼ば れ るの で ある。 『論 考 」にお い て思 考 作用 が 見:

出され るの は、 この言 語 「使用 」とい う場 に為 い て であ る。

ま ず、 命 題 中 の要 素は 「名 」と呼 ば れ るが、 これ は対 象 を 「意 味す る 」(3・203)。 対象 は名

の意味 で あ る。 我 々は 対象 を名 ざ し(nemen)、 これ を記号(Zeichen)に よ って 代表 させ る

(3.22U記 号 に よる対 象 の 名 ざし は命 題 成立 の条 件で あ り、 ま た 記号 の 意味 の知 悉 が命 題理

解 の 条 件 で ある(4・0312,3・263)。 これ に対 して 命題 は、 事 実 を写 像 し、仮 にそ れが 真 であ る

とす れ ば 事実 が どの よ うであ るか を我 々に示 す もの であ る。 命題 の 意義 とは、r_の 、 それ が真 で

あ る と き事実 は ど うな ってい るか、 で あ る。 我 々は 意義 を表 現す る可 能性 を も った(す なわ ち論

理 的形式 を もった)、 感性 的に 知覚 可 能 な 記号 で あ る命題 記号(Satzzeichen)へ と、 現実 の事

態 を 「射 影 す る 」(3・11-3・13)。 この射 影 の方 法 とは 、 記 号 が可 能態 と して有 ず る意義 を、

我 々 が 「思考 す る 」denkenこ とで あ る。 そ の意義 が 思 考 され て い る とい う限 りで 、命 題 記号 と

は 命題 そ の もの で あ り、 この と き 「命 題 は 意義 を持 つ 」(3・3)と 言 われ る。 この よ うに 「思 考 」

とは、 「適 用 さ れ、 思 考 され た命 題 記号 」ず な わ ち 「有 意義 な命 題 」sinvollerSatzで あ る。

有 意義 命 題 ご思 考 は そ の意義 を示 し(4・022)、 我 々は その命 題 の 意義 を理 解 す る(4・021)。

有 意 義 な命 題 は 意義 を示 して 、我 々に 可能 的 状況(Sachlage)を 描 出 し、 伝 達 す る(darstel-

len,mitteilen)。 命題 は名 では ない の で、 事態 を 「指 し示 す 」こ とは ない。 命題 は 「論 理 的 」

画像 として、 そ の写 像 形 式 を露 呈 し(命 題 はそ の形 式 を 「示 す 」zeigen)、 そ れに ょ って そ れが

真 で ある(正 しい)と き、 事 実 とな る状 況 を 記述 す る(beschreiben)の で あ る(4・023)。

さて、 この よ うな 『論 考 』にお け る思 考=有 意 義 命題 の 説 に関 して、 次の こ 点 が注 意 され る。

第 一 には 、上 の説 明 は我 々の思 考 作用 の あ りか を、論 理 的 画像 とな るべ き記 号 が その 使用 を通 じ

て 命題 と して成 立 ず る とい うと ころ に 見 出 した こ とに よ って、 我 々の思 考 作用 の構 想 的機 能 に 、

一 つ の分 析 を加 えた こ とに な ってい るとい う点 で あ る。r論 考 」は 我 々の 思考 の ダ イナ ミズ ムを、

「記号(名)の 内 に表 現 さ れ て い ない もの を、 そ の記号 の適 用 が示 す。 記号 が呑 み込 ん でい る も

の を、 その 記号 ゐ適 用 が 言表 ず る(aussprechen)」(3・262)と い う側 面 か ら明 確化 してい る。
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「命題 は 、(古 い 表現 を以 って)新 た な 意義 を伝達 で きる。 この ことは 命 題 の 本 質 に属 して い る」

(4・027,4・03)と い うのが、 『論 考 」の命題 論 の 一 つの基 本原理 なの であ る。

第 二 に、 我 々の思 考 を有 意義 な命 題 に限 るとい うこ とは、 その 真 偽 が現 実 との 「比 較 」に よ っ

て確定 され る(2・23)命 題 の み を思 考 と認 め、 命題 記号 の 内で ア ・プ リオ リに真 偽 が確 定 して

い る もの は思 考 とは 認 め ない とい うこと で あ る(2・225)。 この 説は 、 我 々 の認 識 作 用 の成 立
(5)

を、 次の よ うな二 つの契 機 か ら説 明す る ことを 意味 してい る。 す な わち我 々の認 識 は 、 現実 の構

造 の可 能性 で あ る論理 的 形 式 を記号 を 用い て限 定 す る思 考 作用(=可 能 的状 況 の記述)と 、 これ

の現 実 的存 立 を確 認 ず る経験 的 照 合 の 作業 か らな る。 世 界 を射 影 す る言 語 行為 は、 記号 に ょ る現

実 の形式 の 限定 で あ り、 認 識は 、 更 にそ の先 に あ る経 験 をま って 成立 する。 「全要 素 命 題 の 指摘

に加 え て、 そ の 内の どれ が真 であ り どれ が偽 で あ るか を指摘 ず る ことに よ って 、 世 界 は完 全 に 記

述 され る 」(4・26)。 この よ うに 『論 考 」は、 我 々の思 考 を経 験 的 知 識 の形 式 を規 定 ず る もの

としての み認 め、 我 々に よ り語 りうる もの を、 「 自然 科学 の諸命 題 」(6・53)の みに 限定 ず る

の であ る。

三、 思 考 の主 体 、 自我

さて、 思 考 作用 を言語 使用 とい うこ と と相 即 的 に捉 え る この よ うな 理論 は、 例え ば 我 々の認 識

作用 の 内 に、悟 性 に ょる観 念 の把 握 と意志 に よる この 観念 の 真 で ある こ との承 認 とい う二 つの契

　 　

機 を認 め た デ カ ル ト説 の よ うな認 識論 に 対 して、 この よ うな精 神 の内 での 知解 作用 と判断 作用 の

区別 を排 棄 するの み な らず、 そ もそ も認 識 作用 の主 体 と して の精 神 的 な実 体 の措 定 を許 容 しな い

立場 を とる。 『論 考 」では この認 識 主 体お よび認 識 内容 の 存在 論上 の 身分 に関ず る問題 を、 まず、

「Aはpで あ ると信 ず る 」とい う命題 形式 が、 命 題論 の 原 則 に則 って どの よ うに分析 し うる のか

とい う問題 か ら考 察 す る。

5・54一 般 的 命題 形式 に吾 い ては、 命題 は 真理 演 算 の基 底 と しての み、 他 の命 題 の 内に

現 れ る。

5・541一 見 した とこ ろ では、 これ とは 別 の しか た で命 題 が 他の 命 題 中に 現 れ る よ うに も

思 われ る。 「Aはpと い う事 情 で あ る と信 じてい る 」「Aはpと 考 え る 」等 々の 、心 理

学 にお け るあ る命題 形 式 の場 合 、特 にそ の よ うに思 われ る。 すな わ ち表層 的 には 、 この

場 合、Pと 対象Aと が 一種の 関 係 に立 ってい る よ うに見 え るの で あ る。

5・542し か し、 「Aはpで あ る と信ず る 」 「Aはpと 考 え る 」「Aはpと 語 る 」が、

　 　

「pはpと 語 る 」 とい う形式 の もの で あ る こ とは 明 らか で ある。 そ して こ こ で問題

と:なってい る のは 、 一 つの事 実 と一 つの 対 象 との 並列 関 係(Zuordn㎜9)で は な くて、

事 実 の 内:なる諸 対象 の並 列関 係 に よ って 成 立す る諸 事 実 相互 の並 列 関 係 で ある。

5・5421こ の こ とは'また 、 今 日の皮 相 な心 理学 が 考 え る魂、 主 体 とい った もの が、 不合 理

な 非 実在 物(Unding)で ある こと も示 して い る。 ずな わ ち、 合 成 された 魂 は もは や 魂 で

は ない で あろ う。
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さて ここ で冒 頭 に確 認 され て い るの は、 『論 考 」の命 題 論 の根 本原 則 で ある、 外 延性 の原理

(principleofextentibnality)で あ る。 この原理 に 従 え ぱ、 あ らゆ る命題 はそ れ を構 成 す

る諸 要 素命 題 の真理 函数(Wa,hrheitsfunktion)で あ る(5) 。 要 素 命題 とは 世 界め 単位 で あ る

原子 的 事 実=事 態 を写 像 ず る論理 的 画像 であ り、 あ らゆ る複 合 命題 は この 要 素命 題 に 幾 つ かめ論

理 的演 算 を加 え た結 果 であ る。(『 論 考 』で は論 理 的演 算 と して、 否 定 と連 言 を考 え る ぐ5.5))。

ず べて の 真理 函 数 ず な わ ち複合命 題 は 、 要素 命 題 に有 限個 の 真 理演 算 を継 続 的 にほ ど こした 結果

で ある カ ら、 そ の複 合 命題 中の 部 分 をな してい る命 題 は、 そ れ に演 算が 適用 されて 結 果 と して の

複 合 命 題 が成 立 ず る こと に な るべ き演 算 の 「基 底 」Ba,sisで あ る。(例 えば 命題"んp"は"～

～p" .の基 底 で あ る) 。 この よ うに あ らゆ る命 題 中 の命 題は 、 演 算の 結果 と しての 命 題 を形成 ず

る基 底 で あ り、 真理 函 数 の項 でな けれ ば な らな い の で ある が、心 理 的事態 を措 写 し てい る よ うに

見 え る 「AはPと 判 断 す る 」とい うよ うな文 にあ っては 、命 題Pは 、 この文 全 体 を 函数 と考 え た

場 合 の 項 とは な っては い ない。 ウ ィ トゲ ン シュ タ イ ンは ここに 、心 理 的 事態(あ るい は志 向 的事'

態)の 表現 が もつ混乱 を指摘 ず る の で あ る。

実 際 には こ こ.z『 論 考 」は 、 「AはPと 判 断 ず る 」とい うよ うな心 理 的事 態 の表 現 を、 そ の外

延 性 の 原理 に則 った 概念 表 記法 へ と還 元 ず る方 途 を示 しては い な い。 上 の 引 用 か ら明 らか な よ う

に 、 ウ ィ トゲ ン シ ュタ イ ンは 外延 性 の 原理 の 徹底 とい う問題 を、 判断 を対 象(判 断 主 体)と 命 題

との 関 係 と して捉 え る判 断 論 の批 判 へ と変 形 してい る。(こ こ での批 判 の直 接の 対 象は 、 ラ ッセ

ル のmulti一 ・b」ectth…y・fj・figment)で ある
(6))・ この ことは ・心 理 齢 態 の表 現 が外

延 性 の原 理 に則 った 本 来の 命 題 では ない とい うこ とか ら、 す な わち心 理 的事 態 そ の もの が 「世 界」

を構成 ず る 「事 態 」に は含 ま れぬ もので あ る とい う主 張 を含 ん だ もの と考 え る こと が 可能で あ る。

5・542に 為 い て、 「AはPと 信 ず る 考 え る、 等 々 」は 「"P"はPと 語 る 」と等 しい と断定

され てい る。 ここで の 「"p"はpと 語 る 」とは、 先 に見 た有 意義 な命 題 の描 出 作用 の ことで あ

る。 す な わ ち命 題 記号"p"が 、pと い う可能 的 状況 を描 出 し、 伝 達 ず る ことで あ る。 既に 述べ

た よ うに、 命 題 記 号 へ と世 界 を射影 す る我 々 の思 考 作用 に よ って、 記号 は 有意 義 な命 題 とな り、

可 能 的状 況 を描 出 ず る。5・542は 、 我 々の心 理 的事 態 を、.世界 と命 題(論 理 的 画像)の 写像 関

係 へ と還 元 し よ うと い う主 張 で ある。 い うま で もな くこの 画像 の 写像 関 係そ の ものは 、命 題 に よ

って措 出 され る事態 では な い。 か くして 『論 考 」にお け る世 界 の 部 分画 像 説 と して の言 語観 か ら

は、 心 理 的 事態 は 「事態 」で は ない こ とに な る。

思 考 主 体、 判 断主 体 とい う 「対 象 」を想 定 ず る認識 論へ の批 判 も、 心理 的事 態 の写像 関 係へ の

還元 とい うことか ら直 ちに理 解 され る。 何 らかの 「意義 」Simの 成 立 を、 世 界 と論理 的 画像 と

の 写像 関 係、 すな わ ち事態 の 内 な る対象 の 連 結 と画像 の 連結 の並列 とい うこ と(2認 める な らば、

そ こには 複 合者 の み が関 与 して い るの で あ って、 単 純 者 た る 「実 体 」と して の判 断 主 体、 認 識主

体 は 見 出 され な い。 可能 的状 況に 対 してあ る実 体が写 像 関 係 に立 つ こ とは不 条理 で ある。 そ れ ゆ

え 世 界 の実 体た る対象 の内 に思 考 の主 体 は含'まれ ず、 す な わち存在 しな いの であ る(
7)ｰ

実 体 と して の 自我は 以上 の よ うに否 定 され る。 しか しな が らこの よ うな画 像論 か らナ る意義 の
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成 立 にお・い て も、 これ を思 考 作 用 と等置 ナ る 以上 、 表 象 作用知 よび それ の基 体 につ い て問題 がナ

ベて解 消 した とは 言い難 い 。 む しろ上 の 言語 画像 論 は 、世 界 を描 出 す る命題 そ の もの を、 何 らか

の 表 象作 用の 基 体 と捉え る観 点 に立 つ もの で は ない か と疑 うこと もで き ょ う。 す な わ ち 「Aはp

と語 る 」を 「"p"はpと 語 る 」と還 元 した と き、 この 「"p"はpと 語 る 」とい う文 その もの

は 本来 の 「命 題 」で はな く、 世 界の 自己写 像 を表 現 したい わぱ 超 越論 的命 題(「 梯子 」文(s.

54))で あ るが、 こ こでは 文 の主語 た る"p"が い わば描 出 作用 の主 体 と見徹 され て いな い で

あろ うか。

ウ ィ トゲ ンシ ュ タィ ンは、 この ような奇 妙 な超 越 論 的観 点 か らの主 体 を容認 す る ことは ない。

しか し別 の 観点 か ら、 端 的 に超越 論 的 な 自我 そ の もの が 問題 視 し うる こと を認め る。 そ れ は教 説

(Lehre)で は な く活動(Tatigkeit)で あ る哲 学 の うちに(4・112)、 有 意義 な しか たで 現 れ

る とい う。 「哲 学に お い て非 心理 学 的 に 自我(Ich)を 論 じ うる とい うこ との意 義 は 、現 実 に存

在す る。 自我 は、 「世 界 は私 の世 界 で あ る 」とい うこと を通 じて 、哲 学 の 中に入 って くる。 哲 学

的 自我 は、 人 間 、人 間 の 身 体、心 理 学 が扱 う入 間 の魂 な どで は ない。 そ れは 形而 上学 的主 体 で あ

り、世 界 の 部分 で はな く、 世 界 の限 界 で ある 」(5・641)。 す なわ ち、 哲学 的 自我 は 唯我論(「世

界 は私 の世 界で あ る 」)の 問 題 として 問題 視 し うる。 自我の 存在 解 釈 は、 唯 我論 の解 明 にか か っ

てNる 。

5・62唯 我論 が言 お うと す る(meinen)す る ことは正 しい が、 そ れは 語 られ よ うが な

い ことで あ る。 そ れは 自 らを示 す。 世 界 が私 の 世界 で あ る こと は、 言語 の(私 が理 解す

る唯 一 の 言語 の)限 界 が私 の 世界 の 限 界 を意 味す る 〔dieGrenzenderSprache

(derSprache,diealleinichverstehe)dieGrenzenmeinerWelt

bedeuten〕 とい う～二との 内 に、 自 らを示 してい る。

こ の命 題 に現 れ た 「私 」は、 形 而上 学 的主 体(metaphysishesSubjekt)で あ って、経 験 的人

間 と しての 自我 とは 見徹 され て い ない 。 ここで は、 この 形而 上 学主 体 をそ の主 体 の使 用す る(理

解 す る)言 語の 全 体 と 同一 視 し、 この 言 語の 限 界 と世 界 の 限界 が 等 しい とい うこと こそ、 唯 我論

のい う世 界 が私 の 世 界 で ある とい うこ との意 味 で あ る、 と示唆 してい る。 形 而 上学 的主 体 がそ の

理解 す る言 語全 体 と同一視 され る とい うのは 、 「我 々が 思 考 しえ ぬ こと を我 々は 思考 しえ な い。

従 って我 々が思 考 しえぬ こ とを我 々は語 るこ と もで きな い 」(5・61)と い うこ と、 す な わ ち思

考 一般 を担 う形 而上 学 的主 体 の限 界 は 言語 の 限界 と して理解 され る と い うこと で ある。 一 方、 言

語 の 限 界 が世 界 の限 界 で ある とい うことは、 論 理 的 画像=命 題 の総 体 と して の 言語 の 内 に、 世 界

の 限界 を越 え世 界 に先 立 って ア ・プ リオ リに 成立 す る もの は な く、 反 対 にま た、 論 理 が達 しえ な

い世 界 は、fそ れ が どの よ うな もの で あ るか語 る こと さ え で きな い 」(3・031)と し(うこ とで あ

る。

5・552論 理 を理解 す るた め に必 要:な「経験 」とは 、 何 か がか くか くの事 情 に あ る とい う

経 験 では な く、 何 か があ るとい う経 験 で あ る。(… …)論 理 は何 かが か くか くで あ る と

い う経 験 の いず れ よ りも前 に ある。 論 理 は 「い か に 」wieの 前 には あ るが、 「 何 が 」
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wasの 前 には ない 。

5.5561経 験 的実在(empirischeRyalitot)は 対象 の総 体 に ょ って限 界 づ け られ る。

限 界 は'また、 要素 命 題 の総 体 におい て 示 され る。

5・61論 理は 世界 をみ たす。 世 界 の限 界は論理 の限 界 で も あ る。

こ の よ うに 『論 考 」の 考 え る唯我 論 は、 思考 一 般 を担 う形 而上 学 的主 体 の言 語 の限 界 を、 世 界 の

限 界 と同一 視 す るとhう 説 で ある(5・6)。 そ れ は 通常理 解 され る よ うな意 識 と して の 自我 以外

の 存在 を否 認 す る説 を意味 す る の では な く、 い わん や 自我 の世 界 にお け る他我 了解 の不 可能 を主

張 す る説 を 意味 す るの で もない この点 で は、 『論 考 』の理 解す る唯 我論 そ の もの は、 これ ま(s)ｰ

で に確 認 された 言語 画像 説の 理論 的枠 組 み に沿 った もの で あ る。 しか し:なが ら、 ここにお い て 現

れ た 「私 」とい う人 称 代 名 詞は どの よ うな もので あ り、'また この よ うな 人 称の 区 別 を含 む唯 我論

の 「正 しさ 」とは何 か は、 以上 の 言語 観 の 内 に求 める ことは で きな い。 こ こに、 『論 考 」の 自我

論 の 最後 の 論点 が ある。

ま ず上 の よ うな 唯我 論解 釈 か らは、 形 而上学 的主 体、 哲学 的 自我 の 存在 を め ぐって、 次 の帰結

が 導 かれ る。 すな わち、 この よ うな 自我 は いか な る意 味 に合 い て も世 界の な かに 見 出 され るこ と

は な い の で、 それ を存 在論 の 内に 診 いて 一 つの 存在 と認 め るこ とは 、 やは りで きな い とい うこ と

で あ る。 自我 は一 つ の対 象(実 体)と して 存在 しない ば か りか、 例え ば意 識 の流 れ の よ うな事 態

と して 世 界 の 内につ きと め る こと もで きな い。 「Nか な る命題 も、 自己 自身に つ い て言 明す る こ

とは で きな い 。 命題 記号 はそ れ 自身に含 まれ え ない か らで ある 」(3・332)と い う命題論 の原 則

が、 形 而上 学 的 主 体 を命題 の 総 体=言 語 の限 界 と捉 え るゆ え に:、こ こで も適用 され る。 か くして

厳 密 につ きつ め られ た 唯我論 は 、 純粋 な実 在 論 に合 致 す る。 唯我 論 の 哲学 的解 明 を通 じて、 「唯

我論 にお け る 自我 は、 延 長 のな い 点 にま で収 縮 し、 そ して 自我 に相 関 した 実 在(Realitat)が 残

る 」(5・64)の で ある。

さて、 世 界 の 内 に哲学 的 自我 が現 れ ない とい うことか らは 、 世 界 の 内な る一 切 の事 態が ア ・ポ

ス テ リオ リな もの で ある こ とが保 証 さ れ た と考 え る こ とが で きる。 ウィ トゲン シー タ ィンは これ

を、 世 界 の限 界の 偶 然性 と解 し、 更に この世 界 の限 界 の偶 然性 に、世 界 の限 界 と等置 され る 形 而

上学 的主 体の 「意 図 」Wollenを 結 びつ け るの で あ る。

6・43善 な る意 図 あ るいは 悪 な る 意 図が世 界 を変 え る な らば、 そ の意 図 は世 界 の限 界 の

み を変 え る の で あ り、 諸 事実 す な わ ち言語 に よって表 現 し うる こ とを変 え る こ とは で き

な い。 つ ま りこの と き世 界 は全 く別の 世 界 に な らなけ れば な らない。 世界 は いわ ば全 体

と して 増大 縮 小 しな けれ ば な らな い。 幸福 な人 の世 界 は不 幸 な人 の 世 界 とは 別 の もの で

あ る。

ここに吾 い て、 『論 考 」に お け る形 而上 学 的主 体は、 世 界 の限 界 と して、 世 界全 体の 射影 と世

界 全 体の 意 図 とい う二 つ の側 面 を附与 されて い る こ とが 見て とれ る。 しか も、 この 自我 の入 称 的

区別 の あ りか は、世 界全 体 を意 図 す る主 体 とい う側 面に見 出 されて い る。 結 局、 『論 考 」にお い

て 唯 我論 に現わ れ る 自我 は 、 「意 識 」と して の 自我 では な く、善 悪 を意 図す る倫 理 的主 体 と して
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の 自我 で ある。 しか しな が らい うまで もな く、 この 自我 の意 図 の側 面 は 、上 に 見 て きた 『論 考 」

の存在 論お よ び命題 論 か らは説 明 で きない 。 自我は 世 界の 内な る 自我 で は ない ので 、 そ の意 図 を

行 為 に結 び つけ て 経験 の場 で解 明 す るこ とは で きな い し、 ま た、 世 界 の限 界 の 大小 に つ いて も、

これ を例 えば 実 在性(完 全 性)の 大 小 に結 び つけ て説 くよ うな形 而 上学 を廃棄 してい る以 上、 そ

の意図 の善 悪 の メル ク マー ルは不 明 であ る した が っ て形 而 上 学 的主 体の意 図 とい う説 は、 少(
s)ｰ

くと も 『論 考 」の基 本 的 原則 か らは 説 明 で きな い とい う意 味 で、独 断 的 で ある。 『論 考 」の超 越

論 的唯 我論 の 「正 しさ 」は、 そ れ 自身 が 指摘 す る ように、 あ くま で も説 明不 可能 な もの に とCio)

ど:まってい るこ とに な る。

(註)

(註DLudwigWittgenstein,Tractatuslogico-philosophicus.(Wittgenstein,

S・kriftenl.,FrankfurtamMain,1969)引 用 は す べ て テ キス トに付 され た番

号 を もってす る。

(2)Wittgenstein,Schriften1,p,186

(3)「 事 実 」と 「事 態 」との関 係 は、 『論 考 』に 澄い て必 ず し も明確 で は ない(2及 び2.

06対 照)。 こ こ では ラ ッセルの 「序文 」に従 って、 事 態 を事 実 の 単位 す な わ ち原子 的

事 実 と解釈 す る。cf.MaxBlack,Oo卿 απ`oπto解,sTr｢ct｢tus,London,

1964,p,39ff.

(4)こ こでは 画像 説 の文脈 で の、 『論 考 」の論 理 観 を呈示 した が、 『論 考 』の論 理 説 には さ

らに、 論 理 的 画像 は論 理 的空 間 全 体 の内 の あ る位 置(論 理 的 位 置)を 占め るとNう 原 則

が あ る。 論 理 的位置 とは 、幾 何 学 的位 置 と同 様 、 もの が そ こに 存在 し うる可 能 性 を指 す
』が

、 その 位 置は これ を囲 む論 理 的 足場 に ょって 支 え られ てい る(3・411,3.42)。(こ

の よ うな 論 理学 の 体系 性 は、 具 体 的 には 、命 題 間 の論理 演算 に よる外 延 的連 結 と して、

5・442,5・46等 に 説明 され る)。 従 って、 一 つ の論 理 的画 像 の 成立 は、 す な わ ち一 つ

の論 理 的 位置 の 指定 として、 全論 理 的 空 間の 指定 を導 く ことに:なる。 この ように 『論 考 」

の 存在 論 は、 各 事態 を相 互に 独立 な もの と認 め な が ら、 そ の 形 式は 全論 理 空 間 に ょって

規定 され た もの と捉 えてい る。 そ れ 故 、思 考 は世 界 の 部 分画 像 で あ るが、 そ の論 理 性 を

明 晰化 し きった 限 りでは、 永 遠 の相 の下 での 世 界 全体 の 直観(6・45)を 基 礎 に もつ、 と

い うこ とに もな る。 この点 は、 本 論 末 の論 点 と 関連 す る。

(5)『 論 考 」は ア ・プ リオ リに真 な る思 考 に 言及 す る が(3・04,3・05)、 それ を思 考の 内 に

容認 しな い。 『論 考 」で はい わ ゆる ア ・プ リオ リな 分析 判 断 を、 「同 語反 復 」Tautol-

qgieと 「矛 盾 」Kontradiktionの 問題 と して考 察 す る(4・46-4・4661)。 同語 反 復 と

は、 そ れ を構 成 す る要 素 命題 の真 理 可 能性 が い か なる もの であ っ て も真 と な る複合命 題

一(記 号)で あ り
、 矛 盾 とは い か な る真理 可 能性 に対 して も偽 とな る複合 命 題(記 号)で

ある。 これ らに あって も、 その 内で 諸 記号 は互 い に結 合 して い る ゆえ に、 これ らは 記号

体系 に属 す るがぐ 同語 反復 は可 能 的 状況 の一切 を許容 し(現 実 に 対 して全 論理 空 間 を あ

て が う)、 矛 盾 はい か な る可能 的状 況 を も許容 し ない(論 理 空 間 中の どの 位置 も指定 し
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な い)。 そ れ ・ゆ え こ れ らは 現 実 に 対 し て い か な る 描 出 関 係 に も立 っ て い な い 命 題 記 号 で

あ り、 従 っ て 思 考 で は な い 。

⑥ 例 え ば 、 恥sse星LB;"0・th・N・t・ ・e・fT・uth・ndFal・eh・ ・d"in

PhilosophicalEss｢ys,London,p180・'ま た 、``LecturesonLogical

Atomism"inLogic2ttdKnowledge,Londonp226 ..

(7).Cf.「 思 考 し表象 す:る主 体 は存 在 し左 い 」(5・631)。 上 の 写像 関 係 に よる説 明 ζは異

6て く5.曲kお い ては」 思 考 主 体 の 存在 は、 そ れが 経 験 の 内に 見 出 され る こ とがな い

と い う ヒs一 ム説 と同様 の 理 由 で否 定 され てい 乱 す なわ ちひ とが 『私 が 見 出 した世 界』

とい う書 物 を書 く.とき、'そこに は 「主 体 」が論 じ られ る こ とは な い で あろ うとい う。

.⑧ この点 で 、 「、私 の言 語 」を 「私 のみ が 理解 す る言語 」と'捉え 、 『'論考 」の 唯我 論 を、・言

語 に・よ う縁 達 の 不 可能 性 ・ 言語OJ私 穆 性OJと 捉 え る見 方(例 えば ・ ∬…鴨iゆe「g・

AnExa,minatinnofLogical.Positivism,Londonp.205f)、 は 妥 当 で は な い

と 思 わ れ る.Cf.JaakkoHi・ 曲 ・"(h馳 冊ttgenst・in'・Solipsist・.li・

Essayson研,sTractatus,1.M.CopiandR.W.Beard(eds.),Lcxidon,

1966,'p.157'ff・.

(9)『 日記 』・1916年7月30日 一 「幸 福 で 調 和 的 な生 の 客 観 的 な メ ル4マ ー ル と は 何 か ・』

、記 述 し うる よ ウ な メ ル ク ーz一 ル が 存 在 し え な い こ と も ま た 明 ら か で あ る 。 こ の メ ル ク マ

ー ル は 脚 理 的 な もの:で は あhえ ず
》 形 而 上 学 的 ・ 超 越 的 な もの(eiricnetaphysisches.・

eintranscendentes)で しか あ りえ な い 」。Wittgenstein,Schriflen1, .P・171・ 、、

(lo.ハ ッ カ ー は 、r論 考 』 の卒 場 を ・ 「経 験 的 実 在 論 に して 超 越 論 的 唯 残 諦 」 ど 堪 定 し てN

る 。P.砿S,恥 ・k・・,1・ ・`露｢ndlllusion,1T'attgenstein・nPhil・soppy

andtheMetaphysicsofExperience',Oxford,1972,p.8Z.

〔哲学博f課 程修 了〕
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